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	応用
	抗原情報
	背景
	小型 GTPase の RHO (ARHA、MIM 165390 を参照) ファミリーは、膜貫通受容体を介したシグナル伝達に関与しており、GDP 結合型では不活性で、GTP 結合型では活性です。 ARHGAP23などのGTPase活性化タンパク質は、RHOファミリータンパク質のGTP加水分解を刺激することで不活性化します（Katoh and Katoh, 2004 [PubMed 15254754]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：Rho型GTPaseを不活性なGDP結合状態に変換することで、GTPase活性化因子として機能します。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを1つ含みます。,類似性：PHドメインを1つ含みます。,類似性：Rho-GAPドメインを1つ含みます。,組織特異性：胎盤、前立腺、海馬、脳髄質に発現します。また、脳腫瘍、唾液腺腫瘍、頭頸部腫瘍にも発現します。,
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト胃腺癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

